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レーザーマーカー

産学官金連携 システム開発技術カレッジの講座体系

IEC62878 国際標準化成立

研究用全自動高感度
免疫測定装置

ベンチャーが拠点を置く
徳島大学 藤井節郎記念医科学センター

魚油サプリメント（試作品）

20190129修正済み20190129修正済

社会ニーズ主導型開発による新成長産業の発展促進

1. 地域企業支援体制の確立
　研究開発の成果を地域の雇用効果、経済
効果、企業誘致へつなげる取り組みを実施し
ています。 
　(株)ソフトサービスは、(株)カシワ、大阪大
学との共同研究により、極小マーキングのた
めのレーザーマーカーを開発しました。トレー
サビリティや模造品・偽造品対策などの需要
に対し、市場の要望に応える「極小・高精細・
高品質」のレーザーマーカーです。地域連携
コーディネーターが、競争的資金獲得等の開
発推進を支援しました。
　また、イノベーションの起こりやすい環境を
形成するため金融機関と連携を図りました。地元銀行が行ってい
るベンチャー支援ファンド、第二創業支援ファンドの支援先につい
て企業を紹介し、両者に有効な投資になるよう、技術評価の支援
を行ったほか、行員向けに技術開発支援の公的資金獲得方法等の
講習会や、地元銀行、地域企業と「事業化の前段階での資金供
給」について相談会を実施しました。
　本プログラム終了後は、大津留前プロジェクトディレクターを代
表として設立された一般社団法人OSTi（オスティ）が、継続して産

学官金連携による
地域イノベーショ
ン創出をめざして
活動を行います。

２．国際標準化（IEC国際標準）の規格成立
　現在、プリント配線基板の表面に電子部品を配置・積層した電子機器が製
造されていますが、今後は更なる高機能化等のため、電子部品を配線基板に
埋め込む、部品内蔵基板の技術が必要になると考えられます。福岡大学は国
内の関連学会・工業会と協力して、世界に先立ち、部品内蔵基板の製造方法、

検査方法を規格化し、平成27年5月に
IECから世界標準として認められました。
この規格が認められたことにより、製品
の小型・薄型化に向けた国内メーカー
の競争力強化に貢献していくことが可
能となります。
　また製造方法、検査方法に続き、設
計する際のデータフォーマット規格を国
際標準にするため取組んでいます。

３．社会の変化に対応する人材育成拠点の形成
　ハード、ソフト、サービスを統合する一気通貫のシステム化技術に対応でき
る人材を育成するため、これまでに開設してきたLSI設計、組込ソフトウェア、
半導体実装関連の講座を引き続き実施するのに加え、社会的にニーズが高ま
っているAI/IoT関連のデバイスやシステム、サービスに対応したセミナーや技
術講座を開発、実施しています。そして新規及び既存の講座を体系化した「シ
ステム開発技術カレッジ」によ
り、AI/IoTを駆使した情報シス
テムの開発とそれを活用した新
しい価値の提供ができる人材の
育成を総合的に支援していま
す。この中で新たに開設する講
座は技術だけではなくビジネス
の面も考慮しており、持続的なイ
ノベーションを起こすための次
世代の人材の拡大を担うものと
なっています。

●国際競争力強化地域（平成24年～28年度）　延長地域（平成２９年～30年度）

福岡次世代社会システム
創出推進拠点

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産… 福岡県ロボット・システム産業振興会議　ほか
学… 九州大学、北九州市立大学、福岡大学　ほか
官… 福岡県産業・科学技術振興財団、福岡県、
 北九州市、福岡市　ほか
金… 日本政策投資銀行、日本政策金融公庫　ほか

【事業概要】 
1. 地域構想を担う研究者の集積
　11の研究テーマについて、本プログラムの支援により、研究代表者の下に国内外から次世代の地域イノベーション活動
を担う優秀な研究者を地域の大学等研究機関に招へいし、開発を進めてきました。

２．地域人材育成プログラムの開発及び実施
　ハード、ソフト、サービスを複合化させたシステム化技術に対応できる人材育成の社会ニーズに対応するため、これまで
開発してきた講座に加えて、企業ニーズに対応して適宜、新しく講座を開発して、企業の製品開発やサービス開発に応じ
た講座体系を構築し、実施しています。

３．地域連携コーディネータによる知のネットワークの構築
　大学等研究機関や企業からの情報収集・整理・共有によるシーズとニーズのマッチングのほか、異分野との融合・連携
等を行うために地域連携コーディネータを配置し、研究テーマ立ち上げから事業化に至るまでの各段階できめ細やかな
支援を行っています。

４．三次元半導体実装技術の開発支援
　三次元半導体研究センターでは、半導体チップを積層することにより高密度化を図る三次元実装に必要となる工程の
装置を整備・開放しています。本プログラムでは、装置の扱いに熟練した技術スタッフをセンターに配置し、利用者の技
術サポートを実施しています。

昭和63年福岡県庁に入庁　
平成18年商工部 新産業プロ
ジェクト室 室長　 平成25年
福岡県工業技術センター 所長
平成30年（公財）福岡県産業・
科学技術振興財団 ロボット・
システム開発センター長

プロジェクトディレクター

神 谷 　 昌 秀

http://inove3.ist.or.jp/

主な成果

地域イノベーション戦略
　本地域では、これまでに育成してきた先端半導体をはじめとする産業の国際競争力をさらに高め、世界トップクラスのイノベーション拠点
「福岡次世代社会システム創出推進拠点」の形成を図ります。そのために、高度情報社会、健康・長寿社会等の世界が直面している課題に対
応し、課題解決を目的とした多様な次世代社会システムの開発を積極的に実施し、「社会ニーズ主導型研究開発モデル」の確立に取り組む
とともに開発成果の国際標準化を強力に進めます。

徳島糖尿病研究開発イノベーションの創出による
糖尿病克服と健康・長寿社会の実現

１．企業への技術導出

（１） 膵島関連自己抗体の高感度検出による
 膵障害機構の解析と判定への応用
　知的クラスター創成事業以来の研究
が結実し、世界で初めて、超高感度な
ICT-EIA法（免疫複合体転移測定法）を
開発し、その自動化を可能としました。
　現在、共同研究企業が開発した研究
用全自動高感度免疫測定装置に搭載す
る測定キットを開発しています。

（２）新規魚油由来脂肪酸の事業化見据えた基盤・実証研究
　大手水産食品企業と共同でヒト
臨床試験を実施し、EPA等のオメガ
３脂肪酸にはない新規な作用（血管
内皮機能改善作用、コレステロール
低下作用等）を見出したことから、新
しい魚油成分の機能性食品又は医
薬品としての商品化に向けて開発を
継続しています。

（３）集団指導による重症化予防プログラム開発 
　自発的な行動変容を促すEQトレーニングを付加した生活習慣
改善介入プログラムを共同開発し、臨床試験による効果の有意性
を検証する中でブラッシュアップした新規介入プログラム商品の
試験販売を開始しました。
　また、（１）の装置によるアディポネクチン値の指先採血測定と
地元フィットネスクラブの健康プログラムとの組み合わせによる
メタボ対策介入プログラムのビジネスモデル構築を図り、実証事
業を開始しています。

2．大学発ベンチャーの設立等
　これまでの研究成果を基に、民間資金等を調達して各研究代表
者がベンチャー企業を２社（(株)小胞体ストレス研究所、(株)イフ
リ）を設立しました。
　設立されたベンチャー企
業は、徳島大学が平成28年
度に制定した大学発ベンチ
ャー認定制度の認定を受け、
支援を受けながら事業を進
めています。
　(株)小胞体ストレス研究所
では、新たに雇用した研究者等が、これまでの成果である「小胞体ス
トレスを標的とした創薬スクリーニング法」を応用し、世界初となる
画期的な治療薬のリード化合物を開発中です。
　また、(株)イフリでは、医薬品等の開発や健康補助食品、特定保
健用食品、栄養機能食品の研究開発を進めています。

3．地域への波及効果
 「つなげようみんなのカルテ！」を合い言葉に、徳島県内の医療・介
護施設が診療情報など（※）を共有する県全域医療介護連携ネット
ワーク「阿波あいネット」が平成30年度から本運用を開始。スムー
ズな情報共有はより質の高い安全な医療、介護の提供につながり、
南海トラフ巨大地震などの災害時には患者情報の喪失を防ぐこと
ができます。

●国際競争力強化地域（平成26年～30年度）

とくしま「健幸」
イノベーション構想推進地域

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産… 大塚製薬、徳島県鳴門病院　ほか
学… 徳島大学、徳島文理大学
官… 徳島県、とくしま産業振興機構
金… 阿波銀行、徳島銀行

【事業概要】 
 「糖尿病重症化抑制」に焦点を当てた先進的研究開発を実施するとともに、地域に不足している人材の長期的な
視点に立った育成を行い、糖尿病克服のための自立的な取組の実現を図ります。 

1. 糖尿病病態進行からまもる研究 
　膵β細胞の障害を早期に発見するエピゲノム解析技術等の開発により、糖尿病の早期診断や膵島移植後の細胞
障害の定量化を実現します。また、これまでの成果である「超高感度免疫測定法」の応用により、膵β細胞の機能
低下の早期かつ的確な診断を実現します。さらに、魚油由来脂肪酸にインスリン抵抗性改善作用があることに着目
し、非アルコール性脂肪性肝炎の新たな治療薬や機能性表示食品等の開発を目指します。  

2. 糖尿病合併症からまもる研究 
　糖尿病と合併症の原因となる小胞体ストレスを解消する創薬の実現を目指します。また、休眠状態の間葉系幹細
胞を再生医療・細胞治療へ用いることを目指します。

3. ニーズを集め、ベストミックスを組み立てる研究 
　糖尿病健診・生活指導サービスやＩＣＴを活用した地域医療ネットワーク、さらには電子糖尿病ダイアリーを用い
た疾病管理などを組み合わせた糖尿病地域医療連携モデルを開発します。

4. プロジェクトマネージャー、地域糖尿病療養指導士（LCDE）、ICT ネットワーク運営・分析担当者育成プログラム
　プロジェクトを推進していくプロジェクトマネージャー、糖尿病専門医のもとで患者への教育・指導を行う知識
と技能を持った糖尿病療養指導士及び糖尿病克服のためのICTネットワークを運用・管理し、蓄積されたビッグデ
ータを活用することの出来る人材を育成します。

元イーグル工業（株）代表取締
役副社長。テック情報（株）代
表取締役社長。平成21年～
25年度「徳島　健康・医療ク
ラスター」事業総括。

プロジェクトディレクター

濱 尾 　 重 忠

http://tokushima-kenkou.jp/

主な成果

※病名、血液検査などの結果、投薬内容、入院退院歴、アレルギー情報、
　既往歴、ADL（日常生活の動作評価や介護必要度）等※EQ：Emotional Intelligence Quotient　「心の知能指数」

地域イノベーション戦略
　大学等の知見を生かした世界レベルの糖尿病研究開発を進め、その研究成果を製品とサービス両面での事業化に結びつけるとともに、
地域住民の健康増進を推進するための戦略を展開します。これにより、世界的に急増する糖尿病の克服に資する製品・サービスを国内はも
とより国際市場へと拡大させるとともに、健康寿命の延伸による健全な労働力の確保と医療費削減を実現し、糖尿病をテーマとした課題解
決モデル構築により活力あふれる地域経済を創造します。 


